
▼免許を返納すると気軽
に出掛けられなくなりそ
う。これからも車で移動
するしかないのかな･･･。

▼買った荷物は、帰りの
バスに合わせて届くから
うれしい。孫へのお返し
を購入。喜んでくれるか
な？

▼孫がプレゼントしてく
れたミニサイネージで時
刻表をチェック。バス停
で待ちぼうけすることも
なくなった。

▼無料運行の電気自動車
「グリーンスローモビリ
ティ」に乗車。久しぶり
にランチは上通のあの店
まで行ってみよう。

・今秋「グリーンスローモビリティ」の実証実験を実施！
・電動車を活用した小さな移動サービスで、手を挙げれば乗車できる区間
も。また、南区・西区では、日常生活の買い物や通院に使える「ＡＩデ
マンドタクシー」の実証実験中です。

高齢者等 【１１月より実証実験開始】

▼朝は晴れていたのに、
夕方からは雨。自転車を
置いて帰ると翌日めんど
うだから、ぬれても乗っ
て帰るしかない。

▼夕方からは予報通り雨
なのでバスで下校。今月
は結構バスに乗ったから、
自動で定期に切り替わっ
たよ。

▼朝起きたらスマホにお
すすめのルートが届いて
いる。夕方から雨だから、
自転車よりバスが良いみ
たい。

▼朝はまだ雨が降ってい
ないのでシェアサイクル
で登校。バス停から歩く
と少し遠いし、学校のそ
ばで返却できるしね。

・シェアサイクル「チャリチャリ」の実証実験中！
・公共施設や駅前、コンビニなど200か所以上の駐輪ポートと950台の自転
車が稼働中で、「ちょっとそこまで」の移動にぴったりです。

・さらなるエリア拡大や自転車の台数も年内には1100台に増やす予定です。

通勤や通学 【令和６年度から本格導入】

■ 熊本市の公共交通の現状と課題

・近年、全国各地で路線バスや鉄道の廃止・減便等が相次いでおり、本市の公共交通においても、人口減
少や自動車の普及等により、公共交通利用者数の減少が続いていることに加え、新型コロナウイルス感
染症影響によるライフスタイルの変化もあり、公共交通を取り巻く環境が年々厳しくなっています。

・バス利用者数の減少は特に著しく、鉄軌道の利用者数が概ね横ばいで推移する一方で、昭和５０年に約
１億人あった利用者数は、５分の１程度まで減少している状況です。

・バス交通の利用者数減少や路線バス運転手の減少から、バス事業者の経営悪化や公共交通の更なるサー
ビス水準の低下を招いており、郊外部における路線の廃止や運行本数の減少により、公共交通ネット
ワークの縮小が進んでいます。

・本市でもバス停留所や鉄軌道駅からの距離が１ｋｍ以上離れた、「公共交通空白地域」等がありますが、
このまま公共交通ネットワークの縮小が進めば、地域公共交通サービスを受けることができなくなる地
域住民の増加や、自家用車での移動が困難な高齢者等が日常生活に必要な移動ができなくなるおそれが
あることから、「誰もが安心して移動できる持続可能な公共交通の実現」が喫緊の課題となっています。
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■ 路線バス業務に従事した運転士数の
推移

・熊本地震以降、運転士不足が深刻化。

・コロナ禍による貸切バス等の需要減に
より、運転士が一般路線バス業務に従
事したことで、一時的に緩和している
が、今後も減少する見込み。
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■ 路線バスの輸送人員と走行キロの推
移

・特に、路線バスの輸送人員は年々減少
し、直近６年間でも約３３％減少。

・実車走行キロは６年間で約２４％減少。

■ 熊本市の道路交通の現状と課題

・熊本市では慢性的な交通渋滞が発生しており、市内中心部の平均速度や主要渋滞箇所数が、三大都市圏
を除いて、政令指定都市でワースト１位で、高速道路のインターチェンジから市中心部までの所要時間
も福岡市の約４倍かかる状況となっています。

・この渋滞による市民一人あたりの経済損失額は、約１７～２４万円/年と非常に深刻で、交通渋滞解消は、
本市にとって喫緊の課題です。

熊本市民経済損失額
約１７～２４万円/年

県道２８号熊本高森線における交通渋滞の状況

■ 熊本市の交通の現状・課題と地域公共交通の取組について

１

※1 基幹公共交通軸：公共交通ネットワークの骨格を担う、中心市街地と15箇所の地域拠点を結ぶ８方面の公共交通軸。鉄軌道と幹線バスで構成。
※2 ＡＩデマンドタクシー：ＡＩ（人工知能）を活用した効率的な配車で、予約に対し、リアルタイムに最適配車を行うシステム搭載の乗合タクシー。
※3 ＢＲＴ：速達性、定時性、輸送力で従来のバスよりも高度な性能を発揮するなど、利用者に高い利便性を提供する次世代のバスシステム。
※4 実質負担額：国庫補助金等の収入を控除した市の実質的な負担額。
※5 費用便益（Ｂ/Ｃ）：事業費用に対し、事業の実施により社会的に得られる便益（渋滞緩和や温室効果ガス排出量の削減による環境の改善、利用者

の移動時間の短縮効果等）を測るものであり、1以上であれば総便益が総費用より大きく、一定の費用対効果が得られる事業と評価できます。４

■ 誰もが安心して移動できるための公共交通の取組

▼塾まではいつも車で送
り迎え、こども一人でバ
スに乗せるのは心配だか
ら仕方ないけど･･･。

▼帰りも家まで送ってく
れる。送迎がなくなって
時間の余裕ができたし、
スマホに通知がくるから
安心。

▼こどもがＡＩデマンド
タクシーに乗ったらスマ
ホに通知。

▼運賃はインターネット
予約時にクレジットカー
ドで支払い。こどもに現
金を持たせなくてよいの
で、助かるね。

今 これから

・ＡＩデマンドタクシー「チョイソコくまもとキッズ」の実証実験中！
・子育て世代の支援を目的に、自宅と習い事先・学習塾・児童育成クラブ
等までの間を複数の児童が乗り合わせ、それぞれの希望の場所に送り届
けます。

こどもや子育て世代 【１０小学校区で実証実験中】

今 これから

今 これから

※ 共同経営推進室公表データより作成。



■ 基幹公共交通軸の強化に向けた市電延伸の取組

・市電の延伸ルートは、南北に、主要渋滞区間があり、深刻な渋滞が発生し
ている地域ですが、区間周辺の人口密度が高く、多くの市電利用者が見込
まれており、外来患者の皆さんが市電で市民病院通院が可能となる等、市
電延伸は基幹公共交通軸の強化に向けた事業効果が高い取組です。

・市電延伸は、交通渋滞緩和や温室効果ガス削減等の脱炭素に向けたまちづ
くりにも効果を発揮する取組であり、８方面の基幹公共交通軸の強化に向
け、先行的に取り組み、令和１１年度（２０２９年度）の一部開業を目指
しています。

※ 注釈は４ページに記載しています。

■ 持続可能な地域公共交通の実現に向けた取組（各区・各方面における今後の取組（将来イメージ））

・様々な課題がある中でも、今後の人口減少・超高齢社会に対応したまちづくりを進め、将来にわたり、日常生活に必要な通勤、通学、通院、買い物や行政サービスの利用等の移動ができるよう、「誰もが安心
して移動できる持続可能な公共交通の実現」に向けて、公共交通の再構築を進めていく必要があります。

・公共交通の再構築に当たっては、幹線・支線の役割分担の明確化を進めていく必要があり、熊本市中心部と地域拠点等を結ぶ８方面を基幹公共交通軸（※1）に設定し、各軸の基幹公共交通となる鉄道・軌道・
幹線バスの定時性・速達性・輸送力の向上に向け、各方面で機能強化を図っていきます。

・基幹公共交通軸と一体的に機能する、日常生活を支えているバス路線（支線）については、将来にわたり持続できるよう運行の効率化等を進めながら、支線と幹線の結節強化、乗換拠点における待合環境改善
やＡＩデマンドタクシーの導入等、市民のみなさまの日常生活に必要な移動を支える取組を、各区・各方面で進めていきます。

３２

■ 地域公共交通再構築（将来イメージ）

乗換
拠点

中心
市街地

市電・鉄道

バス（幹線）

基幹公共交通軸機能強化
コミュニティ交通

パークアンドライド

サイクルアンドライド

公共交通空白地域等の解消

地域

バス（支線）

・将来の空港アクセス鉄道整
備や新水前寺駅周辺での乗
換え時の積み残し対応とし
て、バス停新設による結節
機能強化を図ります。

ＪＲ豊肥本線との結節強化中央区

■ 新水前寺駅前電停混雑状況

・植木駅は公共交通によるアクセスが困難であり、
同地区で運行するゆうゆうバスも通勤通学に適し
た時間帯の運行が少なく、朝夕の送迎で駅周辺の
混雑が発生しています。

・ＡＩデマンドタクシー（※2）等、ＪＲへの接続を
強化し、渋滞緩和や公共交通利用促進を図ります。

植木駅へのアクセス強化による公共交通利用促進北区

■ 植木駅混雑状況

・ＡＩデマンドタクシー（※2）による日常生活移動手
段を提供するとともに、利
用者の利便性向上・結節強
化を図りつつ、路線バスを
再編し、地域交通需要に応
じた、持続可能な地域公共
交通を構築します。

ＡＩデマンドタクシー・路線バス結節による
地域交通再構築

南区

■ ＡＩデマンドタクシー

主要渋滞区間

主要渋滞区間

市電
（延伸予定区間）

陸上自衛隊健軍駐屯地

市民病院
熊本東
税務署

東町
小学校

熊本東警察署

九州運輸局
熊本運輸支局

健軍東
小学校

東町
中学校

第二高校

東区
役所

自衛隊
熊本病院 税務大学校

熊本研修所

健軍商店街

健軍町電停

・城西・花園・池田地区といった上熊
本駅周辺地区であるにも関わらず、
同駅へのアクセスが困難な地区に
ＡＩデマンドタクシー（※2）等の導入
を図り、結節を強化します。

・植木駅等出発地のアクセス強化を図
ることで、交通結節点である上熊本駅の活用を推進します。

上熊本駅へのアクセス強化による交通結節機能強化西区

■ ＡＩデマンドタクシー

植木駅

 熊本駅

 熊本駅

  駅

  駅

 熊本駅    電停

熊本駅

 後  駅

熊本
市 
  

  

  もと
空 

新水
前寺駅

基幹公共交通軸

ＪＲ

市電

市電（延伸予定区間）

熊本電鉄

  駅

植木・北部方面

 志・堀 方面

楠・光の森方面

小峯・長嶺方面

  ・  方面

小島・城山方面

嘉島・城 方面

 熊本駅

熊本
市 
  

新水
前寺駅

  ・益城方面

コミュニティ交通

パークアンドライド

サイクルアンドライド

・市電延伸の一部単線化での早期事業化により、市民
病院前に新たな交通結節点を設けることで、健軍町
電停前に集中している市電利用者を分散化し、健軍
町電停の混雑解消を図り、安全性を確保します。

・東部方面での渋滞緩和等、延伸効果の最大化を図る
ため、パークアンドライド・サイクルアンドライド
を促進、新設電停・健軍町電停と周辺地域を結ぶコ
ミュニティ交通導入等、健軍地区活性化を図ります。

・交通結節点である健軍町電停における乗換環境整備
を進め、市電・路線バス対面乗換等を検討します。

市電延伸を契機とした東部方面の渋滞緩和に
向けた交通政策の推進

東区

■ 市電延伸概要・効果

・利用者見込：約84万人/年（約2,300人/日）
・概算事業費：約135億円

（実質負担額（※4）：約53億円）
・費用便益（Ｂ/Ｃ）（※5）：約1.3

・約2,000台/日の自動車減少による渋滞緩和
➡朝ピーク時、市民病院～市中心部（熊本市役所）
市電：約34分（▲21分） 自動車：約55分

・自動車から市電への転換による温室効果ガス削減

・８方面の基幹公共交通軸は今後も機能強化を推進！

・市電延伸、ＢＲＴ（※3）、バス専用レーン設置等、各方面
に適した機能強化を展開していきます！

各区取組と
一体的に機能
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